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グループホームえがお

自己評価及び外部評価結果

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

神奈川県海老名市門沢橋４-１-１０

ホームは、平成16年に市内の杉久保地区に開設し、12年後の平成28年に現在の門沢
橋に新築移転しています。JR東日本相模線「門沢橋」駅より徒歩1分のオレンジ色
の外装の2階建ての建物です。周囲は平坦な土地で畑や新築住宅、駐車場などがあ
り、静かな環境です。定員9名の1ユニット。2階からは富士山も眺望できます。
＜優れている点＞
ホームは家庭的な雰囲気に溢れています。利用者は朝食後リビングで皆で揃ってテ
レビの話題で話をしたり、コーヒー・紅茶を飲むなどリラックスして共同生活を楽
しんでいます。午後はゲームやドリル問題など、頭と身体を使い過ごしています。
ほぼ毎日している散歩では近所の人々との会話や、地域の住民も参加するバザー、
馴染みの理容店や居酒屋への外出など、地域との交流を続けています。食事は朝は
パンかご飯が選べます。ホーム長は良質な食材にこだわり、冷凍品やチルド品を使
わずに毎食職員が調理して温かい食事を提供しています。利用者は食卓を囲み食事
前の会話もはずみ食欲も旺盛で、職員も一緒に食事をとっています。
＜工夫点＞
車いすを安易に使わず、歩行器を使うなど利用者本人の出来る力を活かした本人本
位の支援に努めています。ホーム長は職員と何でも話せる風通しの良い職場環境を
作り、毎月のホーム内の研修や外部研修に参加した職員による二次研修などを通じ
て、職員の育成に努めています。退職者の少ない職場風土を作っています。

■

15 ～ 22

評 価 結 果
市町村受理日
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【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

評  価  機  関
評 価 決 定 日

特定非営利活動法人グリーンハウス　えがお

平成16年6月3日

平成16年6月1日指 定 年 月 日
1474200324事 業 所 番 号

56 ～ 68

 1 ～ 14

ﾕﾆｯﾄ数

36 ～ 55

認知症対応型共同生活介護

日常生活が一番重要に思います。朝6時過ぎになると、順々に起きだしリビングに集
まってきます。白湯を1杯飲みその後お茶を飲みながら皆が集まるのを待ちます。全
員集まると朝食を摂り一日の始まりです。三度の食事は、全員そろって（職員含
む）頂きます。その後1階2階に分かれて掃除です。『みんなでやると早いし気持ち
いいね』と利用者の言葉です。ラジオ体操後は気持ちのいいリビングで美味しい
コーヒータイムです。ゆったりと時間が流れていきます。そして全員で散歩に出か
けます。車いすを押してくれる方、手を繋ぐでくれる方等々できることをお願いし
てます。『足が痛いから行かない』『寒いのに行くのか』等々の言葉がいきかいま
すが・・・『空気がおいしいね』『気持ちいいね』『出掛けると御飯がおいしい
ね』等々皆さん元気です。そして毎日がこの繰り返しで時間がゆったりと流れてい
ます。その日常が紅葉狩り、外食、お祭り等々のイベント（遠出）へと繋がりま
す。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

令和6年3月18日令和5年12月4日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

定員　計

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

株式会社フィールズ



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 〇 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

 事業所名 グループホームえがお

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



グループホームえがお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

自治会長さんは毎年変わります。その
度に説明をし地域の一員であること私
達にできること等を理解していただき
ます。地域の催し物等の情報交換しま
す。10月の開催時は家族の方が多数参
加され取組等を説明することでえがお
の日常を実感して頂きました。

コロナ禍中も感染防止対策を徹底し、広い
部屋を使用し対面で会議を実施していま
す。10月はバザーと一体で実施し、多くの
家族の参加を得ています。上半期の行事の
報告や消防訓練の実施内容など、ホームの
サービスの実際を報告し話し合いをしてい
ます。

8月に生活保護受給者の方の移動が重な
りましたが日頃、市担当者の方がまめ
に訪問されており現状をよく理解され
ていたこともありスムーズに移動でき
ました。

海老名市保健福祉部生活支援課の担当者と
は生活保護受給者について、連携し利用者
支援に努めています。成年後見人制度を利
用している利用者の支援に後見人が定期的
に来訪しサポートしています。

天気の悪い日以外は、ほぼ毎日散歩に
出ます。『えがお』の前には畑があり
植えてある野菜から季節を感じます。
採りたての野菜や花を頂きそこで話題
も広がります。通りがかりの方から
『皆楽しそうね』『どうしたら入れる
の』と聞かれることも度々です。

ほぼ毎日行う散歩の際には、近隣の親子と
の会話や、野菜作りの農家との触れ合いな
どの機会を設けています。自治会の新年の
どんと焼きや合同消防訓練などにも参加し
ています。社会福祉協議会主催の認知症勉
強会ではホーム長が講師を務め連携してい
ます。

月2回の健康体操を再開してます。気功
の先生の下、みんなで手足を動かすだ
けでなく先生の話術に笑いがはじけま
す。地域の方も一緒に参加できるよう
に間口を広げその中でえがおの様子を
発信してます。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

リビングに『理念』を貼りだし常に意
識できるようにしてます。年度初めに
利用者にどう向き合ってきたか等を振
り返り感じた事等想いを職員は発表し
今後の関りについて意見交換します。
理念を共有認識し今年度は利用者にど
う向き合っていくか確認します。

ホームの運営理念「人権の尊重・各人が役
割を持つ・家庭的な雰囲気」には創業者の
思いが込められています。ホームが家庭的
な雰囲気になるよう努め、利用者は日中リ
ビングでみんなと過ごすなど利用者が安心
できる環境を整えています。職員は運営理
念について話し合い、具体的なケアについ
て意見の統一を図っています。

株式会社フィールズ



グループホームえがお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

自室に鍵をかける利用者に対して鍵を
かけないように鍵穴にガムテープを
貼った事例を取り上げて利用者はなぜ
鍵をかけるのか職員はなぜかけれない
ようにしたのかいろいろな角度から双
方の立場から意見交換した等々事例か
ら学んでます。

ホーム長は身体拘束をしないケアに取り組
み、職員と話し合いを重ねています。身体
拘束禁止・虐待防止委員会の委員はホーム
長と職員3名の4名です。夏季夜間時の居室
の冷房など具体的な生活の中での支援のあ
り方について些細な事柄でも話し合い、利
用者支援に努めています。

身体拘束禁止・虐待防止委員
会を定例開催し、他地区や他
事業所での発生事例なども取
り入れた事例研修等を実施さ
れ、今後も引き続き身体拘束
のない生活環境づくりに取り
組まれることが期待されま
す。

利用者から『こう言われた』『こんな
対応をされた』との苦情を真摯に受け
止めます。どのような場面でどのよう
な状況であったのか、その時の職員の
状況はどうであったのか等々事実を確
認しその背景にあるものを探ります。

職員は虐待防止について十分な知識を学
び、利用者支援に取り組んでいます。年月
の経過により利用者の状況も変化し、今ま
で以上に介護技術が必要とされる事例が増
え研鑽しています。スピーチロック（行動
制限の言葉掛け）などの場面ではその場で
直ぐ注意しています。

コーヒータイム時等に『天気がいい
ね、こんな日はおむすび持ってゆで卵
を持って山に行って食べたらおいしい
だろうな』と懐かしむように毎回言う
方がいます。それを受けて他の方から
も『いいねみんなで行きたいね』と会
話が膨らみます。

コロナ禍中も要望に応え、家族の面会は継
続しています。面会者は時に利用者本人と
だけでなく、リビングで利用者の皆さんと
打ち解けて話をし、持参した菓子などを分
けて食べ会話を楽しんでいます。バザー会
場などでも家族の意見・要望を聞いていま
す。

独立して初めての後見人第一号がえが
おの利用者であったことからもう8年の
付き合いである。独特な世界観を持っ
てる方で、その方の今を大事にして
今、何が必要なのかとお互いに学びな
がら話し合いながら今に至っていま
す。

開所後初めての、食費の改定を行いま
した。説明の文書を配布する前に、事
前に電話等で趣旨を説明するなど慎重
に進めました。改定した金額表を見
て、『これじゃ分かりにくい』『どう
したらその金額になるのか』等々の疑
問や指摘を頂き、納得してもらいなが
ら進めました。

株式会社フィールズ



グループホームえがお

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

4年ぶりにGHとの交流会を実施しまし
た。一緒にお茶を飲み自己紹介といつ
ものパターンに大盛り上がりです。皆
さん久しぶりの再会に誰も席を立とう
としません。いつも飲んでるコーヒー
なのに『美味しい』の連発。心が満た
されるひと時でした。

一人での生活が難しくなりやむなく入
所された方、思い描いていたのとは違
うと話される方もいます。本人の発す
る言葉を聞き想いを受け止めて日々少
しずつ少しずつ関係づくりをしていま
す。

定例会では各ホームの事案等を持ち寄
り改善案を検討し共有してます。職員
から資格手当についての相談を受け位
置づけをどうするか、向上心を損なわ
ないような環境の整備に努めてます。

ホーム長は職員個々の勤務状況を把握し働
きやすい職場環境づくりに取り組んでいま
す。夜勤者の負担軽減やチームワークを考
えた16～22時勤務とする準夜勤制度を勤務
体制等に取り組んでいます。正月出勤手当
の新設も実現しています。

管理者は、職員と同じように食事、排
泄介助等々なんでも一緒にやることで
職員一人一人の力量が見えてきます。
拒否の強い利用者に対しての言葉かけ
等を視点を変えた声掛けを助言したり
歩行介助時の手の位置等を助言し実践
を促したりしてます。

年間研修計画を作成し救急蘇生法や介護方
法の事例検討等、実践的な研修を実施して
います。利用者のADL（日常生活動作）低
下に伴う介護技術の変化に対応した職員の
技量向上を図っています。食事・移動・入
浴等の各場面での介護技術を高める支援方
法をきめ細かく学んでいます。

月１回の会議もそうですが、事務所に
いると職員がよく顔を出してくれま
す。内容は子供のこと、自身のこと、
介護に対しての質問等々です。自分で
は判断できないことはすぐに本部に連
絡し答えられるようにしてます。

毎月職員ミーティングを実施し、諸行事や
利用者介護での課題事項について、職員の
意見を聞き話し合い、運営に反映させてい
ます。会議欠席者には議事録を回覧し周知
しています。法人代表者が参加する定例会
は隔月実施され提案等を検討し運営の改善
を図っています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

以前の仕事仲間から年に何回かお食事
に誘われたり、安否確認の電話を頂い
たりします。本人が安心して出れるよ
うに着ていくものを一緒に選んだり等
のお手伝いをしています。

携帯電話を大事に持っている利用者がいま
す。かけ方をサポートして家族との会話の
支援をしています。利用者は全員が馴染み
の理美容店に交代で通い髪を整えていま
す。また、時にはホーム隣の居酒屋に出向
き料理や飲物などを楽しんでいます。

介助に『自分でできるよ、赤ちゃん
じゃあるまいし』と、そして『世話し
てもらってありがとう』と言います。
『足が痛いから、重いから行かない』
と外出を遠慮されます。でも帰宅する
と外に出ると清々するな』との言葉が
出ます。

月１回は、必ず訪問される家族が数名
いられます。他利用者が過ごされてる
リビングに案内し一緒にお茶を飲んで
もらったり、散歩に車いすを押しても
らったりと普段の様子を見ていただい
てます。この前の宮ケ瀬へのバスハイ
クにも一緒に参加されました。

本人も勿論、家族もいろいろな思いで
ここでの生活をゆだねて下さる。家族
が訪問された時に、本人がニコニコと
迎えてくれたら自分たちの決断は間違
いなかったと思える瞬間だと思いま
す。本人の様子が介護の答えだと思い
ます。

誰も見知った人がいない所に連れてこ
られ一番困惑されている方に私たちは
どう向き合うかが問われます。情報は
ほんの一部です。今何が困ってるのか
何が必要なのか真摯に向き合って見極
めていきたいです。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

車での外出中に『ここお父さんとよく
歩いたの』『この辺まで自転車で買い
物に来ていたの』『この下の所まで美
容院に来ていたの』等々懐かしそうに
そして元気なころの生活が垣間見れる
瞬間です。

何もしない時間（間が開く）自室に入
り布団の中でラジオのボリュームを上
げて聞いている。自由に過ごしたいん
だろうなと思いながらもなんだかんだ
と理由をつけて３回に１回はリビング
に誘うようにしてる。本人がリビング
にいたいと思える場を模索中である。

えがおで４年過ごされた方が特養に移
動された娘さんは、生まれてまだ１か
月位の赤ちゃんをみんなに見せたいと
連れてきてくれました。利用者は『可
愛い、小さい』とかわるがわる抱っこ
し母親の顔になってます。『ここでの
みんなの温かい雰囲気が味わいたく
て』と娘さんの言葉です。

『ここは何でもやってもらえると思っ
たのに』『それは貴方達の仕事で
しょ』『ここは野菜が少ない』等々い
ろいろ意見して下さいます。その方が
いつの間にか洗濯物をたたんだりして
る姿に少しずつここでの生活を認めつ
つあるのかなと感じてます。

日々の生活の何気ない会話の中から利用者
は今何を望んでいるのか把握するよう努め
ています。一つひとつ慎重に押し付けるこ
となく時間をかけて、利用者とのコミュニ
ケーションをとっています。どのように暮
らすことが最良なのか職員間で話し合って
います。

決めたわけでもないのに利用者は自然
にリビングでの座る位置を決められて
います。仲間同士の関係ができている
のかなと嬉しくなります。トイレから
戻られた利用者に『こっちよ』と呼ん
で下さる姿にほほえましく思います。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

前日は看護師の訪問日で変化のあった
情報等を報告してることからスムーズ
な受診に繋がってます。経過が思わし
くなく家族とともに専門医を受診した
ことで事なきを得た事例もあります。

全員月2回内科のかかりつけ医を受診して
います。歯科医が週1回訪問し利用者の口
腔ケアを行っています。入居前から月1回
精神科へ通院の利用者は家族で対応してい
ますが、家族が対応できない場合や婦人科
への通院は管理者も同行し家族と情報共有
をしています。

2か月に1回位の割合で10年以上のお付
き合いのあるカットサロンでカットし
てます。当日は、虫の居所が悪かった
ようで『行かない』と頑として動かな
い。本人が『行きたい』というまで様
子を見ていました。職員のカットした
様子を見て本人からの申し出でボラン
ティアさんと行くことができました。

利用者の仕事仲間だった方が週1，2回
位の割で『変わりなくしてる？』と顔
を見せてくれます。お茶を入れたり、
散歩の付き添い、入浴時のドライヤー
等々とボランティアさんとしてお願い
してます。昼食も同じものを食べても
らってます。

トイレに行っているのに何で下着が汚
れるんだろ？床も汚れてるね等々に気
づきました。下着が完全に下ろされて
いない、便器の座る位置も浅いね等々
の事実を確認しました。下ろしやすい
素材のパンツを家族にお願いし上げ下
ろしの援助をプランにしました。

日々の生活の中から問題点を見つけ毎月の
ミーティングで職員が意見交換をしていま
す。問題点をどのようにしていくか必要な
支援を盛り込んだ介護計画を作成していま
す。利用者の出来る力を大切にオムツ使用
でなく布パンツを利用するなどの現状に即
した支援を行っています。

関りの中で本人の発する言葉が答えだ
と認識してます。同じ言葉でも「また
言ってる」と聞き流さず真意は何だろ
うと考えます。そして個人記録に発し
た言葉そのまま残し職員間で共有しま
す。それが介護計画の見直し等に繋が
ります。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

同じ系列で実際に起きた動画の記録を
職員全員で見ることでリアルに実体験
した錯覚になりました。初期対応の遅
れが事態を大きくしてることが映像か
ら見て取れます。職員の位置、気づき
の遅れ、情報伝達の不備、食事の形態
等等を私たちに教えてくれます。

河川氾濫、火災、夜間想定、救急法等
年４回の避難訓練を行っている。消火
器、火災報知器等の取扱い等忘れてる
ことが多く毎回再確認しています。利
用者のＡＤＬの変化に伴い避難方法の
見直しが必要になります。毎回新たな
気づきがあります。

年4回定期的に防災訓練を行っています。5
月に実施した河川氾濫を想定した訓練では
利用者は高齢なため、高い所に逃げるので
はなく、近くのコミュニティセンターへの
避難誘導を行っています。実施後は利用者
の様子を振り返り、反省点等を意見交換し
ています。

訪問看護、訪問介護、ディサービス等
を利用しながら一人暮らしをされた方
が沢山の薬を持っての入所されたが長
年使っていただろうに改善しない症状
に専門医の受診を家族に依頼すると悪
化しており手術が必要な段階であっ
た。それぞれの情報共有の必要性を実
感した例である。

ふらつくなど転倒の危険が増した、食
事量が落ちてる、むせること多い等々
のＡＤＬの変化は、早めに報告し事業
所としての対応法も説明し納得して頂
いています。無理のないその人らしさ
を大事にした対応を心がけています。

早い段階から終末期の事業所で出来る支援
を家族に納得できるまで説明していていま
す。重度化した場合、状況を見ながら主治
医の指示を受けています。歩けなくなっ
た、食べられなくなった、寝たきりになっ
たという場合に事業所・医師・家族とその
都度相談し合い方針を決めています。

週１回の訪問看護師の訪問時に利用者
の変化、気になることを伝え情報を共
有します。訪問日の前夜に転倒された
方を受診し医師に報告することで急変
時等の見極め等の適切なアドバイスを
頂いてます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

毎食時に必ず『美味しかった』と言う
方がいます。その言葉を聞くと本当に
美味しかったと思わせる言い方なので
す。その方の前で食べてる方も影響を
受けて？『美味しいね、美味しいね』
と食べながら連発されます。思いは伝
染するんですね。

食材や献立は業者に委託しています。目覚
めの時間が異なる場合にも全員が揃って食
事をすることを大切にしています。食事の
準備・調理・片付けも利用者一人ひとりの
役割を担い、皆で一緒に行っています。
ギョーザ、焼きそばパーティーや隣の居酒
屋で行う夕涼み会など、時には特別な食事
の時間も設けています。

朝のお茶の時間は、ゆったり時間がな
がれていきます。朝から居眠りされて
ると夜寝れなかったのかな、頻繁にト
イレに行く方に冷えてるのかな等々皆
さんの様子を観察します。その方に
沿った対応をしたいです。

『普段に着るのはもったいないね』と
ボソッと言うのが聞こえました。その
言葉を聞いて「私と同じ」と感心しま
した。お気に入りの洋服は外出時に着
たいとの思いが伝わります。それを着
た時は凛とした表情をされてました。

個人記録には本人の発して言葉を書き
ますそれはその方の現状の答えである
からです。こうしたいとの要望だから
です。言葉はしっかり受け止めてま
す。

日常的な何気ない会話の中から利用者が
「何を言わんとしているのか」を見極め、
利用者の欲していることを決めつけること
なく受け止めるようにしています。利用者
のその人らしさを大切に、思い通りにいか
ず騒いでしまう利用者にも「なんでだろ
う」と耳を傾けて対処しています。

散歩に『何で行かないといけないん
だ』『足が痛いから寝てる』入浴に
『嫌いだ、ぶっ倒れる』等々大声で喚
き散らします。毎回大騒ぎですが入る
と『悪いね面倒掛けて、気持ちいい
よ』ニコニコ顔です。不器用な自己ア
ピールと捉えてます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

便秘は、下剤を服用すれば出るわけで
はない事を実感してます。食べ物、水
分、運動も大いに関係してきます。マ
イカップを小ぶりに替えたことで水分
を沢山摂るようになり便秘が改善され
たことは驚きです。

水、日曜日の入浴休み以外は、自分の
タイミングで『入っていいですか』と
声がかかります。『浴室温めてから入
る』とよく分かっています。

水・日以外は利用者の希望に沿って自由に
入浴することができます。週5日入浴して
いる利用者もいます。脱衣所は明るくきれ
いに清掃を保ち、気持ちよく入浴できるよ
うに配慮しています。職員はさりげなく見
守りし、くつろいだ気分で入浴できるよう
に支援しています。入浴を拒む利用者にも
無理強いをせず声掛けを工夫しています。

毎食後の歯磨きの声掛けに『歯なんか
ないよ』と怒鳴り散らす方、入れ歯の
認識が無く外してなくす方もいます。
磨いてる間立っていられない方等々そ
の方に沿った対応をしてます。口から
食べT続けるために日々のケアが大切で
す。

イライラしてるな、落ち着かないな等
の言動から「トイレだな」と分かって
きます。すかさず『今空いてます、ど
うですか』と声をかけると『そうだ
ね、行こうかな』とすんなり案内する
ことができます。トイレでの排泄に繋
がると嬉しくなります。

ほとんどの利用者がトイレで自立排泄をし
ています。職員は排泄パターンを把握し利
用者の様子を見ながらさりげなく声をかけ
てトイレ誘導をしています。家族からオム
ツを使用してもかまわないと言われた利用
者にも、布パンツを使用し安易にオムツを
使用しないよう心がけています。

３度の食事は、みんな揃っていただき
ます。みそ汁におかずを入れる、おか
ずにお茶をかける、一品ずつ食べてい
く人もいます。一人で好きなように食
べれることは幸せです。静かに見守り
ます。毎食時のお茶は最低でも２杯は
飲んでもらいます。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

同系列のバザーに参加した時のことで
す、お金の入ったポーチをしっから握
りしめ『あれが欲しいが細かいお金
入っているかな』とポーチの中を覗き
込んでる様子を見た時『え？！』と嬉
しい驚きでした。自分のお金で欲しい
物を買う機会をもっと作りたいと思っ
た瞬間でした。

車いすを押して下さる方、手を繋いで
一緒に歩いてくれる方等々出来ること
をお願いしてます。ふらつく歩行の方
が、毎回『やったことないわ』と言い
ながらも足取りもしっかりと利用者を
乗せた車いすを押して下さいます。

広報誌等から地域のイベント情報を利
用者に伝えます。海老名は歴史の古い
神社等が多く『国分寺の古跡巡り』
『相模川の渡り』等に参加したり今後
は『イルミテーションを見る会』に参
加予定です。

朝食終了後に全員で近所を散歩することが
日課となっています。小学校の花見や、弁
当を持参し、神社など近隣への外出も行っ
ています。ブルーベリー狩りや紅葉狩りな
ど、四季折々を大切に外出行事の計画を立
てています。

３食の食事、おやつ以外は、自分の好
きなように過ごされています。部屋で
休息したりシャワー浴を使用したり、
自室でラジオを聴いたりされていま
す。何か予定が入ってる場合は、事前
にお知らせしてます。

薬服用一覧表に薬の名前、効用等を明
記しいつでも確認できる所に置いてあ
ります。錠剤が呑み込めず口の中で残
る方について飲み込み込みやすい形態
に変更したりしてます。変更時は日
誌、引継ぎ時等で職員に周知してま
す。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

住み慣れた空間と同じようにとの思い
から使い慣れた馴染みの物に囲まれた
部屋になるように工夫してます。位
牌、仏壇を置き散歩時に摘んだ花を
飾ったり珍しいものを頂いた時等お供
えされています。

居室担当を決めず全職員が全利用者を把握
できるように支援態勢を整えています。利
用者は使い慣れたテーブルやイス、仏壇や
ぬいぐるみを持ち込んでその人らしい居室
となっています。リネンの清潔保持、布団
干しを心がけ気持ちよく就寝できるよう支
援を行っています。

自分の部屋がわからずにうろうろして
る方がいました。その方は背の低い方
で表札が高すぎて見えなかったので
す。表札の高さ、位置等々の細かい視
点が抜けてました。変化していく利用
者に合わせての見直しを実感しまし
た。

担当者は花が咲き終わる追肥等の手を
入れ来年度に備えておくで新たに買う
ことは少なく常に季節の花が咲き利用
者等の目を楽しませてくれている。現
在は近所の方に頂いた菊を玄関先に
飾ってます。

2階の日当たりが良いリビングになってい
ます。ソファーでのんびり過ごしたり、利
用者同士おしゃべりを楽しんだり、それぞ
れ自由な時間を過ごせるように居心地の良
い空間に努めています。壁には手作りのカ
レンダーや今年の抱負を書いた絵馬を飾っ
ています。玄関やリビングに千両を飾り正
月と思い出してもらえるように工夫してい
ます。

2階リビングの共有空間はみんなでお茶
を飲んだり食事したりするところでも
ある。PMの入浴タイム時は、そこで塗
り絵をする方、算数ドリルをする方そ
の様子を見てる方等々思い思いに過ご
せる空間になっています。

知人からの電話時は、静かな所に案内
し話ができるように配慮したり、『電
話を掛けたいが掛からない』『息子に
連絡してほしい』等々のお手伝いをし
てます。大切な方との繋がりを大事に
したいと考えます。
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